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To our knowledge,no case has been reported where adentigerous cyst with so many
mucous cells that adifferential diagnosis from a glandular odontogenic cyst is in need.
A 16-year-old b y visited our hospital because ofan anterior maxillary swelling.It was
clinically diagnosed as adentigerous cyst.We performed cyst enucliation.Histopatho-
logical examination of the specimen revealed that he cyst had a nonkeratinized strati-
fied epithelial ning.Within e lining epithelium,a large number of mucous cells were
observed.Some f the mucous cells formed acinus-like structures.The final diagnosis
was a dentigerous cyst with many mucous cells.
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初診:2012年7月
主訴:上 顎前歯部の腫脹
家族歴および既往歴:特 記事項なし
現病歴:1か 月前か ら上顎左側前歯部の腫脹を
自覚 していたが,疼 痛がないため様子を見ていた
ところ,腫 脹の増大傾向を感 じたので,本 学附属
病院を受診 した。
口腔内所見:上 顎左側犬歯部か ら上顎右側側切
歯部にかけての唇側歯肉および歯槽粘膜は健康色
を呈 していたが,同領域の歯根尖部は腫脹してい
た。腫脹部では波動 を触知 し,軽度の圧痛 を認め
た。
X線 写真所見:パ ノラマエ ックス線像で,上 顎
腺性歯原性嚢胞は嚢胞上皮組織に腺管形成や粘
液細胞の出現をみる希な嚢胞である1,2)。粘液細胞
が嚢胞上皮に少数出現することは,歯 原性嚢胞の
一つである含歯性嚢胞において時にみいだされる
現象である3,4)。今回我々は上顎前歯部に発生 した
含歯性嚢胞で,病 理組織学的に腺性歯原性嚢胞 と
の鑑別を要 した症例を経験 したので,そ の概要を
報告する。
患者16歳,男 子
の細胞に囲まれた腺管様構造は認められなかった
(図2)。
病理組織診断:多 数の粘液細胞 を伴った含歯性
嚢胞
今回,我 々は嚢胞上皮表層に多数の粘液産生細
胞の出現をみる非典型的含歯性嚢胞の1例 を経験
した。粘液杯細胞化生は,含 歯性嚢胞の裏装上皮
の構戒 要素の一つとなるといわれているが3),本
例のように,粘液腺房様構造が形成 されるほど多
数の粘液杯細胞が出現 した含歯性嚢胞は報告 され
ていない。
嚢胞上皮表層細胞が粘液杯細胞化生を伴 う立方
状細胞であることは,腺性歯原性嚢胞の嚢胞上皮
において しばしばみいだ される組織所見であり,
粘液分泌細胞への分化は,腺 管への分化とともに
腺性歯原性嚢胞の特徴で あるとされる1)。本例の
嚢胞上皮内には粘液分泌細胞からなる腺房様構造
が観察 されたが,腺 管形成は認め られ なかった。
腺性歯原性嚢胞 とその他の嚢胞 とを鑑別するため
の病理組織学的所見 としてCraigら5)は10項目の
パ ラメーターを挙げてお り(表1),そ れらのう
ちの7項 目以上がみ られたときには腺性歯原 性嚢
胞である可能性が高い としている。
本例ではCraig5)らが述べた腺性歯原性嚢胞 と
鑑別診断するためのパ ラメーター10項目中の5
項 目,す なわち,好 酸性立方状細胞,嚢 胞上皮の
厚 さの不規則性,嚢 胞上皮の乳頭状突出,粘 液細
胞,お よび線毛 しか確認 されなかったことか ら,
左側側切歯の根尖相当部に埋伏過剰歯 を含む透過
像が認められた(図1)。
臨床診断:含 歯性嚢胞
処置および経過:埋 伏過剰歯 を抜去 したのち,
嚢胞を摘出し,創 は縫合閉鎖 した。術後経過は良
好で,術 後8か 月の現在まで再発等の異常はない。
病理組織学的所見:摘 出された嚢胞は単房性で,
嚢胞壁は線維性結合組織によりなっていた。嚢胞
上皮は非角化重層上皮で種々の厚 さを呈 し,部分
的には嚢胞上皮が嚢胞腔内に向かって乳頭状に隆
起していた。嚢胞上皮の表層 には主 として好酸性
立方状の細胞が配列 しており,そ こでは線毛を有
する細胞および粘液産生細胞 も多数みられた。嚢
胞上皮内には粘液産生細胞によって構成 された腺
房様の構造 が観察 されたが,立 方状 または円柱状
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本例は腺性歯原性嚢胞ではな く,含歯性嚢胞 と病
理組織診断するのが妥当である。
腺性歯原性嚢胞の発生由来については,顎骨内
への唾液腺組織の迷入がな くとも裏装上皮の化生
的機序により粘液細胞が発生 し腺管状構造が形成
され,そ の内腔 に粘液 を貯留す る嚢胞病変が発生
した可能性 を示 唆す る報告6)があ り,本 例では
Craigら5)のい う10のパラメーター項 目の半数が
本例にみ られたこと,お よび,埋 伏歯 を伴 う腺性
歯原性嚢胞 が報告 されている7)ことか ら,本例が
腺性歯原性嚢胞へ移行 しつつある含歯性嚢胞であ
る可能性も推察 される。
今回我 々は,16歳男性の上顎左側側切歯部 に
発生 した,腺 性歯原性嚢胞 との鑑別が必要な含歯
性嚢胞の1例 を経験 したので報告 した。
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